
















To improve pronunciation of a foreign language, most learners try to keep the acoustic 
image of target sounds in their minds and say it aloud to make sure if they can actually 
articulate them. By using a computer-assisted pronunciation program, learners of English as 
a foreign language can have such opportunities artificially but intensively. This study 
examined the effects of repeating stimuli sounds during practicing High Variability Phonetic 
Training through a computer program. Between pre- and post-tests, the learners completed 
training sessions three times a week in two phonetic environments. They are instructed to 
say aloud the stimuli sounds. The results demonstrated more improvement in perception and 
production compared with the amount of progress observed in a previous study where 
training was practiced only by listening. Repeating out loud seems to enhance the positive 










産出（present-practice-produce）という手順による、いわゆる Focus on Forms（FoFS）
あるいは連続的な Form Focused Instruction（FFI）と言われる演繹的指導法が主流
である。一方、コミュニケーションを優先してピントポイントで発音指導を行い、

















練（CAPT: Computer Assisted Pronunciation Training）と、高変動音素訓練（HVPT: 


















英語学習者に / r /と / l /を目標音素として HVPTを施した結果、知覚への効果が
確認されている（Lively, et al., 1993 ; Logan, et al., 1991）。また、知覚のみによる
HVPTでも調音にも効果があることが示されている（Bradlow et. al., 1997; Bradlow 
et al, 1999; Saito, 2015）。Bradlow （2018）は調音練習は不要であり知覚訓練のみで
発音の正確さが向上すると主張している。
更に、日本語母語話者を対象とする英語の摩擦音を目標とした研究からも知覚
と調音に効果があることが認められている（Lambacher, et al., 2001, 2005; Shinohara 
and Iverson, 2015）。
飯野（2019）は、日本語を母語とする大学生に対して、通常の授業における課
題として、コンピューターを利用した HVPTプログラム “English Accent Coach” 
（Thomson, 2017）を用いた実証実験を行った。10週間にわたり、/ r /、 / l /、 /w/を目
標音素として、授業内外で一定回数の知覚訓練を行うことにより、調音能力の向
上が約13％認められたとしている。知覚も約13%の伸長がみとめられたことから、











移レベルが低い音素、例えば / r /などは、知覚の成功率がある程度高いレベルま






知覚べースの HVPT課題の効果を検証する。目標音素として / l / , / r / , / w /を設定





意を払う度合いが増す可能性が考えられるため、先行研究（飯野, 2019a ; Lively et 









東京都内の大学における 2018 年度 1年生（非英語専攻）の必修科目である英語












Group N 1 週目 
事前テスト 
1-5 週目の処遇 
HVPT 週 3 日実施
6-10 週目の処遇 
HVPT 週 3 日実施
11 週目 
事後テスト 
A 17  知覚 100 問 
調音 27 問 
CV Training CVC Training 知覚 100 問 
調音 27 問 B 16 CVC Training CV Training 
テストと訓練セットに 2つの音素環境を設けたため、2グループの展開によっ
て処遇のカウンターバランスをとった（表 1）。Aグループには 10 週間のうち前
半 5週間を CV環境で訓練、後半 5週間は CVC環境で訓練を施した。Bグループ
には前半 CVC環境、後半 CV環境とした。処遇期間中は、CALL教室における毎





















る。使用者は刺激音声を聞いて目標音素の選択肢のうち（例えば、/ l / , / r /, / w /
の 3 つの音素の）いずれか 1 つを選択する。いわゆる、強制的選択肢識別法





素環境別に 100 問の刺激音をランダムに提示する知覚テストを Thomson氏の協力
を得て作成し用いた。その正答率を結果分析用のスコアとして用いた。
知覚テスト












/lɛ /（話者A）, /lu/（話者B）,  /ræ/（話者C）, /we/（話者D）,






/rɛst/（話者A）, /rɛs/（話者B）,/wɒnt/（話者A）, /lɛg/（話者C）, 




“Next word isＸ .” という文の中のＸの部分に刺激音声を埋め込んで呈示し、聞い
た学習者が “Now I sayＸ .” という形で発話する方法である。これは単純に目標音
素を再生するよりも認知的負荷のかかる課題なので、音素が身についているかを
見るのに適しているとされる（Thomson, 2011）。参加者はマイク付きヘッドフォ
ンを装着し、例えば、“Next word is / ra /.” と聞いて即座に　“Now I say / ra /.” という
形で発話する。1名につき 27音（CV環境 9音、CVC環境 18音）の録音した音声






知覚訓練の結果（表 3、図 1，2）、CV環境では約 15%、CVCでは約 17%の伸
びが見られた（1%水準で有意、効果量大）。CVC環境では比較的高い成功率で推
移し、初期の 76%から終期には約 94%に達し約 18%の伸びが見られた（1%水準
で有意、効果量大）。CV環境においても 78%まで達成し、総合すると約 16%の
伸びが認められた。個別の音素で伸びが大きかったのは、CV環境の / l /（＋ 22）、
CVC環境 の / r /（+39）と / l / （+22）であった。一方、最も伸びが低かったのは









Pre t -value p < 
効果量
d 
CV  r 48.4 13.2 60.4 22.3 12.0 3.03 .005 0.66
CV  l 55.2 14.0 76.7 14.2 21.5 7.28 .001 1.53
CV  w 86.2 15.4 98.6 2.4 12.4 4.51 .001 1.13
CV  Total 63.7 9.4 78.3 10.6 14.6 7.32 .001 1.45
CVC  r 43.4 17.2 82.3 13.6 38.9 12.54 .001 2.51
CVC  l 71.1 9.4 92.8 6.5 21.7 11.56 .001 2.69
CVC  w 90.3 6.6 98.9 2.2 8.6 7.48 .001 1.75














































調音訓練の結果を表 4および図 3, 4 に示す。CV環境全体で約 22%の伸びが見
られた（1%水準で有意、効果量大）。また、CVC環境においても約 17%の伸び
が見られた（1%水準で有意、効果量大）。総合すると約 20%の伸び率が認められ
た。顕著な伸長を示したのは、CVC環境における / l /（＋ 28）、両環境における
/ w /（+21 ～ 22）に加えて、CV環境の / r /と / l /も有意な伸びを示した。結果と


























M SD Post-Pre t-value p < 
効果量
d 
CV  r 8.8 14.9 26.7 33.1 17.9 2.91 .006 0.70
CV  l 14.5 25.6 34.2 28.6 19.7 3.27 .003 0.73
CV  w 61.2 37.4 83.6 22.2 22.4 3.81 .001 0.73
CV Total 28.8 18.7 50.5 21.7 21.7 5.12 .001 1.07
CVC r 6.6 16.1 9.6 17.2 3.0 1.28 .210 0.18
CVC l 28.8 28.2 56.6 32.3 27.8 5.67 .001 0.92
CVC w 64.7 29.4 85.4 21.6 20.7 3.89 .001 0.80




























18%の伸びが観察された。先行研究（Lively et al. 1993, 1994 : Logan et al. 1991; 








び幅については最大 20％程度にいたっており、先行研究（Bradlow, et. al., 1997; 
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